
令和３年度　(第２回)

みんなで支える森林づくり上伊那地域会議

　 　　　現 地 視 察 資 料

○　箕輪町三日町区、福与区 里山整備利用地域

○　伊那市上牧区 里山整備利用地域

 　 令和３年11月18日実施

　上伊那地域振興局林務課



「箕輪町三⽇町・福与地区」⾥⼭整備利⽤地域の概要

認定年月日 令和元年６月26日

中心となる集落 三日町区、福与区

区域の森林面積 1,019ha

地域の状況

 箕輪町の南東部に位置し、天⻯川から萱野⾼原周辺に⾄る地域
で、集落の東を取り囲むように森林が広がる。
 森林内に番場原公園や萱野⾼原があり、憩いの場として地域内
外の利用者が訪れる。

森林の現況

 人工林が58％、天然林が42％となっており、樹種別ではアカマ
ツ40％、カラマツ23％、ヒノキ12％、その他25％となっている。
 区域内には三日町生産森林組合及び福与生産森林組合が所有す
る森林があり、ここでは森林経営計画に基づく管理がされてい
る。
 近年は伊那市から松くい虫被害区域が北上し、伊那市と接する
当地区でもその被害が発生している。町事業で被害木の処理を
行ってきたところであるが、①町内への被害拡大の抑止②アカマ
ツの被害拡大による森林の荒廃防止③被害による景観悪化の懸念
などの様々な観点から行政と地区が検討を重ね、平成30年度から
樹種転換事業を取り入れ、伐採後の植栽木の保育を地域が行って
いる。

整備及び利用の方針

 萱野⾼原エリアは、萱野⾼原が地元住⺠にとってかけがえのな
い自然財産であることに誇りを持ち、保健休養地としてさらに発
展することで、住⺠福祉増進と地域の活性化を図るよう、遊歩道
や景観整備を行う。
 集落周辺の森林は、住⺠の生活生計を維持するために危険木の
伐採や伐採後の植林・保育、森林の整備を行うと共に、そこで発
生した伐採木を遊歩道整備に使用するなどの有効活用を進める。



・地域協議会の概要

地域協議会名称 三日町福与地区里山整備利用推進協議会

構成員
三日町区⺠、福与区⺠、
三日町生産森林組合、福与生産森林組合

活動計画

１ 萱野⾼原の景観形成や遊歩道整備による利用促進

２ 集落周辺の森林の危険木除去や景観形成のための森林整備

３ 活動で得られた伐採木の活用（遊歩道整備、薪等）

４ マツクイムシ被害木の有効活用の検討と実践

５ 樹種転換後の植栽木の管理

過去の活動内容

 従前から三日町生産森林組合、福与生産森林組合ではそれぞれ
の経営森林で林業主眼の整備を実施。
 
 萱野⾼原では、「萱野⾼原活性化委員会」が景観形成や森林整
備を実施。

 また、「福与の森を育てる会」「三日町山を守る会」が森林山
村多面的機能発揮対策交付金を活用し各地域の森林整備や地元の
子供達への体験指導を実施。



・第３期⻑野県森林づくり県⺠税による活動⽀援

年度 事業名 内容
⽀援額
（千円）

みんなで⽀える里山整備事業
間伐0.42ha、森林作業道整備216ｍ、
修景林間整備0.41ha

3,322

小計 3,322

みんなで⽀える里山整備事業 修景林間整備0.77ha 9,154

県⺠協働による里山の整備・
利用事業

森林整備、伐採作業安全講習、薪材利用 351

地域で進める里山集約化事業 森林整備のための所有者同意の取得６ha 88

小計 9,593

みんなで⽀える里山整備事業 修景林間整備0.30ha 10,139

県⺠協働による里山の整備・
利用事業

森林整備、薪材利用 1,025

地域で進める里山集約化事業 森林整備のための所有者同意の取得１ha 15

小計 11,179

24,094

R1

R2

R3

合計



活動写真

萱野高原の整備

安全講習会

薪の販売



活動写真

修景林間整備





「伊那市上牧地区」⾥⼭整備利⽤地域の概要

認定年月日 平成31年３月11日

中心となる集落 上牧区

区域の森林面積 24ha

地域の状況

 伊那市の北部に位置し、⻄側に流れる天⻯川と河岸段丘に挟ま
れる位置にあり、集落の周辺は田畑や果樹園として土地利用され
ている。
 段丘林には広い範囲で古墳群をはじめとする多くの史跡が点在
し、その最奥部には上牧八幡宮が祀られている。

森林の現況

 上牧の段丘林は生活の糧（燃料材）として、大切に守り続けら
れたものであり、住宅開発等することなく今日に至る。しかしそ
れを守るべき人材が高齢化し若者は里山に無関心な状態。
 その主な樹種であるアカマツはマツクイムシ被害が入り、住宅
に近接した地域は樹種転換を実施。これに合わせて地域内の森林
整備の機運が高まり整備を実施。
 また、林内には過去に急傾斜対策で導入したと思われるニセア
カシアが拡大・巨⽊化し不安定なものも多数あり、住⺠の生活に
支障を来す危惧がある。

整備及び利用の方針

 かつて生活に根付いていた里山を復活し、子供から高齢者まで
誰もが身近な森として生活の中で利用することを目指す。
（１）整備保全事業
   樹⽊管理、自然体験路（フットパス）の整備、
   森林資源利用（薪・炭）、児童・園児への環境教育支援
（２）計画的森づくり事業
   老齢林の更新、植林、希少植物の保護
（３）コミュニティゾーン事業
   子供への体験学習の場づくり
   コミュニティゾーンとしての利用の促進



・地域協議会の概要

地域協議会名称 上牧里山づくり

構成員 上牧区⺠、区内の団体、伊那北⼩学校

活動計画

（１）森林整備

（２）作業道、自然体験路の整備・維持

（３）共有地の公園化整備

（４）住⺠参加の自然観察会、オリエンテーリング等の実施

（５）ブログによる情報発信

過去の活動内容

〇元気づくり事業
・上牧区⺠協働による里山づくり（H24)
・高齢者と協働にょる上牧花咲く郷づくり（H24)
・天⻯川河岸段丘里山自然パークづくり（H25)

〇森林山村多面的機能発揮対策交付金事業

〇森林整備
・アカマツの間伐（25ha）
・アカマツ枯損⽊の伐倒駆除



・第３期⻑野県森林づくり県⺠税による活動支援

年度 事業名 内容
支援額
（千円）

県⺠協働による里山の整備・
利用事業

森林整備、フットパス整備
里山体験指導、安全講習会、破砕機導入

2,239

⼩計 2,239

県⺠協働による里山の整備・
利用事業

森林整備、フットパス整備
里山体験指導、安全講習会

764

学校林等利活用促進事業 ヘルメット、ノコギリ、選定ハサミ 248

⼩計 1,012

県⺠協働による里山の整備・
利用事業

森林整備、フットパス整備
里山体験指導、安全講習会

474

学校林等利活用促進事業 クマデ 79

里山整備リーダー育成事業 炭焼き講習会 72

⼩計 625

3,876

R1

R2

R3

合計



活動写真

フットパスの整備・利用

学校林活動の支援

地域材の利用



ブログの情報発信




